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　前号掲載稿に続き、鶴見大学文学部日本文学科で、
高等学校芸術科書道の教員免許状取得を希望する学生
を対象に、書道実技授業の自習課題、「硬筆プリント」
を作成、提示する。
　前半では松本が、本学文学部での書教育を再考し、
次いで、戦後の教科書での「蘭亭序」の扱い方を調べ、
諸本がある中でも東晋、王羲之が残した行書古典、神
龍半印本の摸本が選ばれるようになる過程を整理し
た。後半では田村が、この摸本を硬筆で臨書するため
の、書き込みができる自習課題「硬筆プリント」の作
成を試みた。
　加えて、かつて神龍半印本、摸本の全文が初めて掲
載された教科書、角川書店『書法Ｉ』が発行されたと
きに編者のひとりであった筒井が、当時を振り返る。
筒井は平成 26・27 年度に、本学文学部で「書道科教
育法」を担当した。
　以下、〈1〉～〈2〉を松本、飾り罫で囲んだ 3 頁分
を筒井、〈3〉～〈4〉を田村が分担執筆し、「硬筆プリ
ント」（『硬筆蘭亭序』）は田村が作成した。
　なお、古典名の表記として「蘭亭叙」、「蘭亭序」と
もに古くから用いられる。本稿では、引用部分と出版
物の書名はそれぞれの原本に従い、その他では「蘭亭
序」とした。
〈1〉問題意識
1　書教育の意義
　高校生や大学生のときに真に理解されたこと、感得
されたことは、その人が生きる歳月の間、長く保たれ
る。とらえ方の深浅や人数の多寡はあろうけれども、
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心の奥底にとどまった教えや経験して味わった情趣
は、その後の日々を生きる際に、また、わが子や次世
代の教育にあたる際に、機会を得て思い起こされ、以
後の社会の深層に生き続ける。このような、社会にお
ける継承、すなわち過去の世代の学びや願いを将来の
世代に受け渡す役割は、教育の意義のひとつである。
　現在の社会での人々の考え方、傾向、流行といった
ものも、しばらく歳月を経れば消長変化したり正反対
になる可能性があることは、年長者が多少なりとも経
験するところである。その中で、いつの時代にも不変
の真理、人としてのあり方の骨格などを若い世代に受
け渡し、誤った通念があれば正すべきことを教えるの
も、やはり教育であろう。
　であるからこそ、学校での書教育の意義も表層的で
あってよいはずがない。書教育に携わる人は、生徒、
学生が自分のように書道を好きになるように願い、書
道を学ぶことがいろいろな点で本人のためになると信
じて接していると思うのだが、本人一代限り、それだ
けでは足りないのだと明言したい。
　生徒、学生が書家になるために書道の授業があるわ
けではない。かといって、正しい字を知り、書けるよ
うにする、より美しく書き、味わうための技法や知識
を得る、そのような目標の達成だけが目的と限定され
るのならば、書教育は、学校から徐々に姿を消さざる
を得ないであろう。
　では、何のための書教育か。より深い部分で、その
意義が人々に自覚されなければならない。
　書道をよく学んだ若者が成長し、社会を構成し、次
世代にも伝えてゆくことは、日本が日本らしくあり続
ける上で不可欠である。単に復古を唱えていうのでは
ない。学校での教育内容全体を、近現代に失われがち
であったものを意識的に回復する方向で、均衡を図っ
て見直すべきではないか。
　近現代の社会の傾向として、成長、進歩、変化を指
向する営為が展開している。一方で、長い歴史をさか
のぼることのできる、尊重するに値する伝統文化や、
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それによってもたらされる心の豊かさが軽視された
り、余裕や穏やかさが忘れられがちな面があることも
否めない。
　だが、前に、速く進むばかりが智恵ある者ではない。
歩み続ける道の途中を味わう術を得た者が、長い旅路
を楽しんだ地図を残すことであろう。芸術一般は、旅
人の心を潤し、癒やす糧となる。人が人らしくあるた
めにも、芸術教育は必要である。直ちに役立ちそうで
はなくても、たしなむ時間を大切にしたい。
　日本の学校教育の中で、書道は、取り分けて温存さ
れてゆかねばならない、格別な科目となった。利便性、
快適性、経済性を求め、日常での筆記具が変化した一
方で、書道の授業では、古くからの筆記具を用い、繰
り返し書いて技量を修練する時間を設定する。人の内
面とか、感性とか、情操とか、およそ合理性とは結び
つかない機微も尊重する。そのあたりに、ともすれば
違和感を抱かれがちなのだが、気をつけていなければ
無駄と切り捨てられかねない、このような純粋な時間
を過ごすことが、若者には必要である。今の自分、今
の社会のためだけではなく、将来の自分、後の社会の
ためにも教育はある。
　世阿弥の『花鏡』では、演者が、見物席から見るわ
が姿を思い描くことを、「我見」に対して「離見」と
記す（「題目六ヶ条」末尾）。この離見の眼を得た者は、
目で見えぬ所も、わが後ろ姿をも知る。
　現代のように、社会の変化が一方向に加速する傾向
があるときに、教育に関わる者は、離見の桟敷にわが
身を置いて、相手役も、舞台の全景をも心眼に映しな
がら、なお目の届かぬ所があるのを自覚した上で、制
御、停止、後退することをも含めた柔軟な発想を保持
して、楫を取ってゆかねばなるまい。営利を求める企
業の活動においてさえも、これがあってこそ、長く持
続できるのが道理のようである。
　今後の社会を担う若者に対して、心身の健やかな成
長を願い、学校で教える内容の均衡を整えるのならば、
家庭、社会にもその効果は浸透し、年月を経てよい影
響が続いてゆくはずである。
　最初にも述べたように、書道を学んだ人が卒業後の
社会に存在し続ける、そこに深長な意味があることを
真に受け止め、良識ある選択をともにすべきではない
だろうか。
2　新課程の変更点
　鶴見大学文学部日本文学科において、高等学校「書
道」と、中学校「国語」の教育職員免許状を取得しよ
うとする学生が、おもに第 1 年次に受講している漢字
実技の授業が「書道Ｉ」（通年で 2 単位を修得）であり、
平素は毛筆で学んでいる。筆墨の扱いに慣れ、前期に
隋唐の楷書古典 4 種（蘇孝慈墓誌銘・孔子廟堂碑・孟
法師碑・九成宮醴泉銘）の臨書をした後で、後期には
「蘭亭序」の臨書を中心的な課題としている。
　平成 30 年度〈2018〉入学生から適用予定の、日本
文学科の新しい教育課程では、この「書道Ⅰ」とかな
実技の「書道Ⅱ」、それらの応用にあたる「書道Ⅲ」
と「書道Ⅳ」とを、免許状取得希望者のみが履修する
科目から、学科専門科目の「選択科目Ｃ群」に移して、
修得した単位数を卒業に必要な単位数に含める変更が
検討されている。
　その結果として、入学時に免許状取得を決めている
わけではない学生と、まったく希望しない学生とが、
免許状取得を希望する学生とともにこの授業を履修す
ることになる。また、日本文学科以外、文学部の他学
科（英語英米文学科、文化財学科、ドキュメンテーショ
ン学科）の学生も、希望すればこの授業を履修できる
ようになる。
　「書道Ⅰ」で扱う内容の概要は、これまでとほぼ同
じだが、以上を受けて学ぶ目的を再考し、とくに「蘭
亭序」の硬筆教材について検討し、作成する。
3　書道実技を学ぶ目的
　鶴見大学文学部の学生が、授業で書道実技を学ぶ目
的は、下記、①から③の 3 種類が考えられる。仮に、
ではあるのだが、文学部以外の学生を視野に入れて、
これに④を加えて説明する。
　今回見直す、「書道Ｉ」を学ぶ目的は、①を中心に、
②と③を含めたものである。到達目標と授業内容につ
いては、平成 30 年度以後のシラバスに記載する。
①教壇に立つために
…教員志望の学生が教育実習前に受講
　教育実習校や就職後の勤務校で、書道実技を教え
ることを希望する学生が、毛筆の扱い方、字形の取
り方の基本的な技術を身につけて、手本を書き、教
壇に立って教えることができる、という自信をつけ
るために学ぶ。
　現行の教育課程、新課程ともに、書道実技の授業
6種を漢字とかなに大別しており、「書道Ⅰ」（漢字）
と「書道Ⅱ」（かな）で基礎、「書道Ⅲ」（漢字）、「書
道Ⅳ」（かな）、「書道Ⅴ」（漢字）、「書道Ⅵ」（かな）
で応用を、網羅的に扱っている。その最初の授業が
「書道Ⅰ」である。
　教壇に立つために学ぶのは、いわば直接的な目的
だが、中学校・高等学校の教科書に載る手本、教材
を、生徒と同じように書く練習をするだけで十分で
ないことは、他の教科科目を教えようとする学生の
教科研究のあり方と同様である。
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②日本文学研究の素養として
…日本文学科の学生が選択科目として受講
　書道実技を学ぶことは、日本の古典文学を専門と
する学生が身につけたい、素養のひとつである。
　文学作品が残され、伝えられてきた長い年月の間
に、人々が毛筆を使って文字を書いて来たのは歴然
たる事実である。筆硯は、日常的、実用的であると
同時に、字を書くための伝統的な道具として身近に
あった。近代に入って硬筆も使うようになり、現代
では、両手の指先を使って機器に文字を打ち込み、
紙以外の媒体にも記録を残す機会が多くなった。
　だが、古典文学の研究にあたって、古人が手で書
いた資料をよく見るためには、自分自身も手で書い
た経験が欠かせないのだから、時と場に応じて、毛
筆を選んで使ってゆきたい。
　書くと、何が見えるようになるのか。
　文学研究では、詩句、文章の内容ばかりではなく、
どのように書かれているかを読む。文学作品には、
事実だけが正確に記録されているわけではなく、作
り、伝え、読んで来た「人」が関わっている。そこ
には、平明なテキストには置き換えがたい、本文の
諸相があり、筆跡も、中心的とはいえないまでも不
可分である。物言わぬ古人も、かつては生きていた
人であるから、その古人がしたように、学んだよう
に試みてこそ、書いている途中の呼吸、気分が想像
される。古人の存在を直接的に味わうのを通じて、
気づく点、汲み取ることができる点もあり、そこに、
作品の理解、鑑賞の道筋が見えるのを期待できる。
古典文学であれば、作者だけではなく、書き写した
人の筆跡にも注意がはらわれる。
　このことは、古典文学を理解、鑑賞するために、
古人の生活、社会、人生に対する関心を抱き、また、
古人も学んだ漢文の素養を身につけることが前提と
されるのにも通じている。
③社会人の教養として
…文学部の学生が選択科目として受講
　教職に就いて書道を教えたり、専門家として書作
品を制作したり、研究することを希望しない学生で
あっても、書の古典や、近現代の書作品を鑑賞する
人として過ごす将来が想定される。その素地をつく
るのが、高等学校や大学の選択科目で学ぶ書道実技
である。
　近年、WEB 上に古典籍、古筆の画像が随分増えた。
これらをながめるだけではなく、自分で選んで読ん
で楽しむための基礎力を身につけるには、書き写す
のが一番である。いわゆる「くずし字」を覚えるの
に、テストを課すのもよいけれど、読みながら何度
も書けば、苦しまずに覚えられる。
　また、国際交流の機会が多くなる中で、他国から
の訪問者が期待する日本的な体験のひとつが書道で
ある。訪問者を案内する日は、思いのほかに近いか
もしれない。毎週の授業を通じて筆墨を扱うことに
親しみ、心身を調え、内面を澄ませ、書を通じて古
人と対話し、付け焼き刃なまねごとに終わらないよ
うに書道を学んでおきたい。
　日本の文化・学問・芸術・教養について理解し、
経験したことのある人として伝統を受け継ぎ、現在、
および将来の社会に伝えることに、書教育の意義が
見いだされる。
④書道に親しむために
…共通教育科目として受講
　鶴見大学には文学部、歯学部、短期大学部があ
り、それぞれ異なる教育課程のもとに授業が行われ
ている。仮に、ではあるのだが、全学的な共通教育
科目を設定する方向で、書道の授業内容について想
定するのであれば、上記「③」の目的をさらに進め
て、これとは別に、書道の経験が少ない学生でも興
味がわく内容や、ある分野に特化した専門的な内容
を扱ったり、学内での作品発表をめざして書道実技
に親しむ授業を設定すること等が有用であろう。
　中学校、高等学校の毛筆学習では、楷書、行書の
順に学ぶことが多い。これまで毛筆で練習する機会
が少なかった学生を対象とする授業では、あえて他
の書体から学ばせて、新たな興味に気づかせたい。
　半期分の授業テーマの例を上げる。
　硬筆では「篆書の読み書き」、「草書の読み書き」、
「心経を漢字五体で書く」等、毛筆では「暮らしの
中の書―小筆に慣れる―」、「毛筆で書く掲示物」、「わ
たしの書―制作と展示―」等、そのほかに「篆刻」
が考えられる。以下に簡単に説明する。
　枡のあるノートに硬筆（鉛筆・ボールペン・サイ
ンペン）で篆書を書かせ、よく使う文字や部首を覚
えさせる。これに慣れてくると、印に刻されている
文字が少しずつ読めるようになるものである。「心
経を漢字五体で書く」の授業では、般若心経を諳ん
じている学生ならば、初めて書く篆書や草書に対し
て、以前から知っていたかのような不思議な親しさ
を感じることであろう。草書を書いて覚えるならば、
古い文書や本、手紙を読む際の助けになる。
　書作品の制作というものは、一朝一夕に成しがた
いのも当然だが、高等学校では、授業の中でできる
ことを工夫して経験させている。それと同様に大学
でも、教師がよく準備することによって、小品に印
を押して展示、鑑賞する授業を設定するのも不可能
ではなかろう。
　受講者は、だれもが知っているわけではないこと、
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経験しているわけではないことに関心をいだき、半
期の授業に取り組んで、自信をつけたり、卒業後に
も書道を楽しむきっかけを得るのである。
4　授業での「蘭亭序」の扱い方
　「蘭亭序」の全文、324 字は、半紙六字書きで 54 枚
になる。これを高校生、大学生が全臨するのは、たや
すいことではない。学生の中には、入学前に高等学校
や書道塾で「蘭亭序」を全臨した者もないわけではな
いが、一方で、中学校の授業以後は筆を執っていない
者があり、中学校での時間数も大方は多くなかったよ
うで、毛筆書道を学んだ機会に差異がある。
　松本の経験を記す。以前、高等学校で書道の授業を
担当したときにも、その後、本学に着任した後にも、「蘭
亭序」の全臨を、授業を受ける生徒、学生全員の課題
としていた。
　高等学校では、1 枚だけ慎重に書いて進むのが精一
杯の生徒もあった。本学の授業では、丁寧に書こうと
練習を繰り返しても、満足できないまま先に進まなけ
れば提出できなくなるから、焦燥を口にする学生がま
まあり、負担の重さが気になったので、数年前から毛
筆での全臨を断念し、途中の一部分を硬筆で書く課題
に変更した。
　今年度、平成 29 年度の「書道Ｉ」では、ふたたび、
全員が「蘭亭序」を毛筆で全臨することを課題として
いる。完成度を高めるのが負担になりすぎないように、
手本 1 種類あたりの練習枚数の上限を自分で決めるよ
うに助言する。硬筆での臨書は、全員に一部分を課し
て、毛筆での全臨を終えた者には硬筆での全臨も勧め
ることにする。
　「蘭亭序」の全臨が無理のない課題かどうかは、そ
の年度の学生に接しながら、教師が問題意識を新たに
して見直すべきであろう。
5　授業での硬筆教材の扱い方
　本学の書道実技「書道Ⅰ」、「書道Ⅱ」で硬筆を学ぶ
目的は、
①毛筆学習で学んだ字形の整え方、余白の取り方を定
着させるため
②毛筆学習の予習、行書の筆路確認のため
③日常生活で字を丁寧に書く習慣をつけるため
等である。卒業後、教壇に立って教える学生は、脇に
手本を置かなくても、硬筆で整った字を書くことがで
きるように自信をつけておきたい。点画をはっきりと
書き、字をまっすぐに揃えて読みやすく板書する力も、
まず、この硬筆の練習で養われる。書道用具のように
重くはないので、自習課題として随時取り組むのも容
易である。
　「書道Ⅰ」に続いて、おもに 2 年次で履修する「書
道Ⅱ」は、かな実技の授業だが、夏季休暇には中学校
書写の教科書の硬筆部分を課題として来た。これに加
えて、硬筆で「蘭亭序」を臨書して行書らしさを復習
すれば、やわらかい線質に慣れて、後期や 3 年次に古
筆臨書をする授業にも生かすことができる。
　中学校書写の課題は、教員を志望しない学生にとっ
ても、ほどよい負荷と思われる。だが、「蘭亭序」全
臨の方は、「書道Ⅰ」、「書道Ⅱ」のいずれで扱うにし
ても、これまで以上に学びやすさへの配慮、工夫が必
要となる。と同時に、余裕をもって学んでいる学生が
進んで取り組むのを想定して、十分な練習量と内容を
用意しておかなければならない。
　これまでも、教科書掲載の図版を切り貼りして、受
講生が記入する硬筆プリントを作成して来た。学生の
ようすを見ていると、筆路の説明が書かれたテキスト
と、書き入れるプリントとを合わせ見て臨書するのは
煩わしいようで、書き方をまちがっても気づかないこ
とがある。もう少し学びやすくしたプリントを作成す
るのが望ましいと考えられた。
6　「蘭亭序」教材の再検討
　「蘭亭序」の神龍半印本、摸本は、高校生が行書古
典の臨書を学ぶ際に、代表的な教材として選ばれ、教
科書には全文が掲載されている。このことは、それぞ
れの教科書に特色がある中での顕著な共通点である。
　選ばれている理由としては、
①「蘭亭序」は、古くから学ぶべき古典とされて来た。
②諸本の中でも神龍半印本の摸本が、初学者にふさわ
しい。
③全文を載せることによって、学習目標や学習内容を
多様に設定できる。
等が考えられる。
　以下に、この「蘭亭序」が共通して掲載されるに至っ
た経緯を知り、本学での教材としての扱いを再検討し
ておきたい。
〈2〉戦後「書道」教科書の「蘭亭序」
1　教科書の通覧調査
　（1）目的
　高等学校「書道Ｉ」の教科書に、王羲之「蘭亭序」
の神龍半印本、摸本の全文カラー図版が掲載される傾
向が続いており、行書学習における代表的古典とされ
ている。だが、教科書を古いものから順に手に取ると、
①かつては、ひとつの古典の全文が載ることはなかった。
②行書古典として「蘭亭序」が必ずしも重視されたわ
けではなかった。
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③「蘭亭序」についても、当初は張金界奴本、定武本、
神龍半印本の刻本が、一種だけ、あるいは複数比較
されて載っていた。
　松本は、昭和 50 年度〈1975〉に高等学校に入学した。
昭和 56 年度には大学生として「書道」の教育実習を
行った。卒業後、平成 14 年度〈2002〉までは、高等
学校の授業担当者として毎年の採択見本を手に取って
いた。この間の、「蘭亭序」の神龍半印本、摸本の全
文図版が徐々に多くの教科書で掲載されるようになっ
た年月を、高等学校の実地にあって知っている。
　その推移をデータとして提示するために、第二次大
戦後、現在に至るまでの教科書について通覧調査を
行った。調査方法とともに、以下に簡単に説明する。
　（2）『教科書目録』
　調査対象を知るために、まず、文部省・文部科学省
が、次年度発行予定の検定済教科書を一覧にした冊子
である、『教科書目録』の昭和 22 年度〈1947〉以降分
を通覧し、関係部分のコピーを手元に残した。これら
は、公益財団法人教科書研究センター附属教科書図書
館（以下、「教科書図書館」とする）が WEB 上に提
供するデータベース、「教科書目録情報データベース」
の元になった資料である。
　その他に『教科書検定総覧　高等学校篇』上（昭和
45 年〈1970〉）、『教科書変遷研究資料』3 の「教科書
発行状況一覧 ― 昭和 22 年以降 ―」（平成 8 年〈1996〉）
がある。
　松本は、平成 8 年度〈1996〉用までを、「高等学校
書道教科書系統図の作成」（『愛知教育大学教科教育セ
ンター研究報告』20、平成 8 年〈1996〉）に整理した。
　（3）発行者別の整理
　この調査では、戦後の教科書発行状況全般を、新し
い学習指導要領の実施を区切りとする、A から H の 8
期に分けて整理した。「書道」関係で発行者番号が付
されたのは、21 社である。その関係と消長とを「【表 1】
発行者別の発行年」に整理した。
　実際に発行された教科書の系統は、以下に記すよう
に、もう少し複雑であることを承知しておかれたい。
　新しい教科書の発行後にも旧版の発行は当分続き、
各年度の『教科書目録』では、第一部に新しい学習指
導要領による版を、第二部に旧学習指導要領による版
を掲載する。昭和 38 年度〈1963〉以後は、二冊組、
あるいは三冊組の教科書が学年進行で順に発行され
た。この方法は現在と同じである。
　教科書の改訂版、新版が発行されたのは、新しい学
習指導要領の実施年度だけではなく、年度によっては、
3 年程度で改訂された版と従来の版とが混在する。1
社が同時に別の内容の教科書を発行した例、社名や略
称が変更された例、同じ内容の教科書を次年度に他社
が引き継いで発行した例もある。
　これ以後の説明では、発行者の略称を用いた。略称
に変更があれば、比較的長く続いた方を採った。
　（4）通覧調査
　通覧調査の方法としては、発行者ごとに、古いもの
から順に各教科書を繰り、「蘭亭序」掲載状況の変化
を追ってメモを取り、張金界奴本、定武本を含めた掲
載状況を、同じ年度の他の教科書とも比較できるよう
に作表、整理した。
　その手控えを使って、神龍半印本を中心に、見開
き 2 頁分に収められる内容に絞って要点を作表したの
が、「【表 2】神龍半印本の掲載状況」である。ただし、
それぞれの教科書での扱い方には軽重があり、神龍半
印本が行書の中心的な教材として載る教科書、他本の
比較対象として載る教科書、書道史の説明や巻末年表
の参考写真として載る教科書等、すべてが混在する。
二冊組、三冊組の上級学年のみに載る場合もある。
　この「【表 2】」について、後で説明する。
　（5）内容の変化
　戦後、比較的長く「書道」教科書の発行を続けてき
たのは、修文、中教、教図研の 3 社である。昭和 26
年度〈1951〉用、戦後最初の検定教科書を発行した修
文は、平成 7 年度〈1995〉まで、昭和 28 年度〈1953〉
用を発行した中教は平成 16 年度〈2004〉まで、同じ
く教図研は平成 12 年度〈2000〉まで、新刊を発行した。
　最初に、この 3 社の教科書を通覧し、歳月を経る間
の変化を見た。ごく簡単に記せば、当初の教科書には
著作者、書者による手本ばかりが載っていたが、その
手本に加えて、古典 ･古筆の図版と臨書例が掲載され
るようになり、徐々に古典 ･古筆の図版、拡大図版が
増え、それらの見方、書き方の説明、図示が加えられ
るようになった。
　この流れを参考に、これまで発行された教科書の内、
教科書図書館にあるすべてを何度か繰って、発行者ご
との内容の変化を見ながら、同時期の他社の版とも比
較し、神龍半印本の掲載状況を確認した。
　すべてとはいっても、小異のある版の有無について
は不明である。教科書番号が変更されない限りは、発
行の次年度以後に訂正や小改訂が行われたとしても、
1 冊だけ残されているのが普通だからである。教科書
の所蔵機関以外で、図書館、教科書発行者、学校、役
所、個人の書架等に偶然所蔵されているのを見せてい
ただかない限りは、そうした異本に気づくことは無理
かと思われる。
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【表１】発行者別の発行年
年 度 2 116 3 5 223 155 6 17 23 150 24 26 35 38 85 97 98 112 118 127 153
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水
　
光
　
村
　
教
図
研
　
淡
　
雅
　
春
　
潮
　
一
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新
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・
高
教
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社
　
角
　
川
昭和　26 26
27 ―
28 28 ― 28 28 28 28
29 ― ― ― ― ― ―
30 ― ― ― ― ― ― 30 30
31 ― ― ― ― ― ― ― ―
●32 32 ― 32 ― ― ― ― 32 ― ―
33 ― ― 33 　 33 ― ― ― ― ― ― 33
34 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 　 　
35 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
36 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
37 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
●38 ― ― 38 → 38 ― ― 38 38 ― ― ― ― ―
39 ― ― 39 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
40 40 ― ― ― ― ― 40 ― ― ― ― 40 ―
41 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
42 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
43 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
44 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
45 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
46 ― ― ― ― ― ― 　 ― ― ― ―
47 ― ― ― ― ― 47 ― ― 47 47
●48 48 ― ― ― ― ― 48 ― ―
49 ― ― ― ― ― 49 ― ― ―
50 ― ― ― ― ― ― ― ―
51 ― ― ― ― ― ― ― ―
52 ― ― ― ― ― ― ― ―
53 ― ― ― ― ― ― ― ―
54 ― ― ― ― ― ― ― ―
55 ― ― ― ― ― ― ― ―
56 ― ― ― ― ― ― ― 56
●57 ― ― ― ― ― ― ― 57
58 ― ― ― ― ― ― ― ―
59 ― ― ― ― ― ― ― ―
60 ― 60 ― ― ― ― ― ― ―
61 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
62 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
63 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
平成　元 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
2 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
3 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
4 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
5 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
● 6 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
7 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
8 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
9 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
10 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
11 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
12 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
13 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
14 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
●15 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
16 ― ― 16 16 ― ― 16 ― ― 16
17 ― ― ― ― ― ―
18 ― ― ― ― ― ―
19 ― ― ― ― ― ―
20 ― ― ― ― ― 20
21 ― 21 ― ― ―
22 ― 22 ← ― ― ―
23 ― ― ― ―
24 ― ― ― ―
●25 ― ― ― ―
26 ― ― ― ―
27 ― ― ― ―
28 ― ― ― ―
29 ― ― ― ―
30 ― ― ― ―
＊ ＊ ＊ ＊
Ａ
　
８
社
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Ｄ
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Ｅ
　
８→
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Ｇ
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社
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　（6）戦後教育の起点
　終戦後に学校教育が再生し、新しい検定教科書が発
行されるのは、高等学校「書道」の場合、昭和 26 年
度〈1951〉を待つことになる。検定が始まる以前には、
昭和 23 年度〈1948〉、『高等書道』（東京修文館）が発
行された。これ以前の教科書は本稿の調査対象とはし
なかった。
　だが、少しさかのぼると、昭和 18 年度〈1943〉1
月の「中等学校令」により、戦時短縮措置として旧制
中学校（男子）の修業年限は 4 年になり、「国語漢文」
から独立して「芸能科書道」という教科が始まった。
昭和 18 年度〈1943〉からは唯一の検定済教科書、つ
まり実質的には国定教科書ともいえる、『書道』一・
二（中等学校男子用、中等学校教科書〔「中教」のこと〕
発行、『書写・書道教育史資料』2（教科書史）に影印
あり）が使用された。この『書道』二に、「王羲之書」
として「蘭亭序」の拡大図版（「天朗気清恵風和暢」、
張金界奴本の刻本、1 頁に 2 行、8 字）が掲載されて
いる。
　古典以外の手本の文言は、「青少年学徒ニ賜ハリタ
ル勅語」（漢字カタカナ交じり、細字、2 頁）、「大日
本神国也」（「神皇正統記の文に拠る」、行書、半紙六
字書き、1 頁）、「戦地の兵隊さんお元気ですか」と始
まる書簡（硬筆教材、1 頁分）等であり、戦時中なら
ではの教材である。
　仮に、ではあるが、これらの手本を現代に通じる文
言に差し替えるのであれば、当時の著編者が求めた書
教育の理想の一端がこの教科書に現れていて、それは、
現代の「芸術科書道」の教科書からさかのぼって辿り
着く、起点であったと見てよいのではないか。すなわ
ち、これ以前の教科書は代表的書家の手本を示すもの
であったが、それに加えて、古典・古筆の図版を掲載
し、臨書、鑑賞させて、書道史を説く教科書になって
いた。そこに「蘭亭序」が掲載された。
　授業時間数は、昭和 18 年〈1943〉3 月の「中学校規程」
に示される。芸能科は、第 1 学年と第 2 学年では「音
楽」と「書道」とを毎週各 1 時間、「図画」及び「工作」
を合わせて毎週 2 時間、全生徒が履修し、第 3 学年以
上では、4 科目の内、2 科目または 3 科目を選択して
毎週 3時間履修することになっていた。（同じ時期、「高
等女学校規程」での「芸能科書道」は、第３学年まで
全生徒が履修、第 4 学年は選択履修とされ、「実業学
校規程」では、芸能科 4 科の内、必要な事項を適宜選
択して課すこととされていた。）
　ただし、昭和 19 年〈1944〉2 月には戦時非常措置
として、男子の「芸能科」を廃して「工作」に振り替
える等の決定がなされたから、当時の教科書に残る理
想の具現は困難であったはずである。
　戦後の高等学校では、この「芸能科書道」が「芸術
科書道」と名を変え、現在に至る。
　（7）教科書以外
　本稿では戦後の「書道」教科書を対象に調査したが、
江戸時代や明治以後にも、「蘭亭序」の刻本や、「蘭亭
序」の文章を書いた手本が学ばれていたのは周知の通
りである。国立国会図書館 HP 等を開けば、多くの「蘭
亭序」の画像を見ることができる。
　明治以後を例示すると、「蘭亭序」の手本としては、
日下部鳴鶴の 2 種類の全臨（「庚辰〔明治 13 年〈1880〉〕
小春」、「癸未〔明治 16 年〈1883〉〕夏日」）や、巌谷
一六の全臨（「癸未〔明治 16 年〈1883〉〕蘭秋」）が
複製された。明治 43 年〈1910〉には、富岡鉄斎蔵印
のある刻本、『神龍半印本蘭亭』（博文堂）が、「癸丑」
にあたる大正 2 年〈1913〉に「大正蘭亭会」が開催さ
れた際にも、『宋拓神龍本蘭亭叙』（油谷博文堂）を含
む善本が複製された。
　昭和 9 年〈1934〉には、全国小中等学校教育書道研
究会委員編『蘭亭叙　附丹羽海鶴先生全文臨』（学書
会代理部）が発行された。張金界奴本の刻本に海鶴全
臨（「大正戊午〔7 年〈1918〉〕春日」）が添えられる。
所蔵機関が多くはないので、どれほど手に取られたか
は不明だが、「蘭亭序」全文が教科書に掲載されるよ
りはるか以前に、この研究会では、刻本を見て全臨す
る学び方が知られていたわけである。
　以上はごく一部である。摸本が知られる前には、刻
本、手本、複製本によって「蘭亭序」が学ばれた。
　三省堂の雑誌『書菀』第 2 巻第 4 号（昭和 13 年〈1938〉
4 月号）は「特輯蘭亭号」で、「現代書道界の諸家は
蘭亭叙を如何に見るか」とする記事（5 頁分）に、37
名の回答がある。その内、平尾白家が、諸本の中で最
も好むのは「神龍半印本です。」と答え、理由を「初
めて蘭亭叙といふものを習つたのがこの本であつたか
らです。又一番精彩があると思ひます。先日〔河合〕
荃廬先生から真跡本の写真を観せて戴きまして、米元
章の跋と共に好もしく眼に残つて居ります。座右に置
いてみたならば一番好きになるかも知れません。」と
している。この「神龍半印本」は刻本であり、「真跡
本の写真」とは、米元章の跋で知られ、「褚河南臨絹
本真跡」と称される伝本のことであろう。
　神龍半印本の摸本についても同様に、大陸から紙焼
き写真や複製本が到来して徐々に知られたようだが、
その確かな時期は知り得ていない。後に、昭和 39 年
〈1964〉発行の『唐馮承素摸蘭亭序』（北京出版社、『蘭
亭墨跡彙編』の内）が日本にも渡り、その後も版を重
ねた。
　戦後、日本で摸本が紹介された例として、雑誌『書
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【表 2】神龍半印本の掲載状況　（戦後の高等学校「書道」教科書）
昭２３ 昭２７ 昭３１ 昭３８ 昭４８ 昭５７
昭２６ 昭２８ 昭３１ 昭３２
昭３３
昭３４
昭３５
昭３８
昭３９
昭４２
昭４３
昭４５
昭４６
昭４８ 昭５１ 昭５７ 昭６０ 昭６３ 平３
× × × × × × × × 昭４８ 昭５１ 昭５７ 昭６０ 昭６３ 平３
摸★ 摸 摸 摸 摸 摸 全
× × × 昭３２ → → × × × × × 昭６０ 昭６３ 平３
◇ ◇ ◇ 摸 摸 摸
昭３３ → →
◇ ◇ ◇
× 昭２８ → 昭３２ → 昭３８ 昭４２ 昭４５ 昭４８ 昭５１ 昭５７ 昭６０ 昭６３ 平３
拓★ 拓 拓 拓 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 摸 摸 摸 全 摸 全
 昭３４ →
◇ ◇ 　 　
× × × 昭３３ → 昭３９ 昭４２ 昭４５ 昭４８ 昭５１ 昭５７ 昭６０ 昭６３ 平３
◇ ◇ ◇ ◇ 拓 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 摸
× × × × × 昭３８ 昭４２ 昭４５ 昭４８ 昭５１ 昭５７ 昭６０ 昭６３ 平３
◇ ◇ ◇ 摸★ 摸 ◇ ◇ ◇ ◇
昭２６ → → 昭３２ → 昭３８ → 昭４５ 昭４８ 昭５１ 昭５７ → 昭６３ →
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇
昭２８ 昭３１ → 昭３４ → 昭４２ 昭４６
拓★ 拓 拓 拓 拓 ◇ ◇
× 昭２８ 昭３１ → 昭３５ 昭３８ → → → × × × × ×
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇
× × × × × 昭３８ × × × × × × × ×
◇
× × × × × 昭３８ → → × × × × × ×
◇ ◇ ◇
× × × × × × × × 昭４８ 昭５１ 昭５７ 昭６０ 昭６３ 平３
拓 拓 摸 ◇ ◇ ◇
× 昭２８ 昭３１ → 昭３４ 昭３８ 昭４２ 昭４５ 昭４８ 昭５１ 昭５７ 昭６０ 昭６３ 平３
◇ ◇ ◇ ◇ 拓 拓 拓 拓 拓 摸 摸 摸 摸
× 昭２８ → → 昭３５ 昭３８ 昭４２ → 昭４８ → × × × ×
拓★ 拓 拓 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇
× 昭２８ → 昭３２ → × × × × × ×
◇ ◇ ◇ ◇
昭２９ → →
◇ ◇ ◇
昭３０ → 昭３２ → 昭３８ → →
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇
× × × 昭３２ → → × × × × × × × ×
◇ ◇ ◇
× 昭３０ 昭３１ 昭３２ → 昭３８ 昭４３ → × × × × × ×
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇
× 昭３０ → 昭３３ × × × × × × × × × ×
◇ ◇ ◇
× × × × × × × × × × 昭５７ 昭６０ 昭６３ 平３
摸 全 摸 全 摸 全 摸 全
書道新鑑
書道新鑑新編高等書道
高等書道 書道
書道Ⅰ・書道Ⅱ
２冊組　学年進行で
発行
書道Ⅰ・書道Ⅱ・書道Ⅲ
　Ｄ　９→８社 　Ｅ　８→９社
３冊組　学年進行で発行
同潤社
春潮
112
118
127
98
一橋
教科/科目
2 東書
新版・改訂版
使用開始年度
教科書の種類
新自由
高教
高等書鑑
新書道
　Ａ　８社 　Ｃ　１３→１０社
駸々堂
大書
日文
155
6
学書
教図
芸能科/書道
高等書範
現代書道
新書道
　Ｂ　１０社
芸術科/書道
153 角川
信教
・使用開始年度は、２・３冊組の場合、第２・３冊に載る場合も最初の年度を記した。
・発行者ごとに、発行の開始と終了とを、太い縦線で切って示した。「×」は開始前と終了後。
・「→」は、新版・改訂版が発行されずに従来の版が使用され、または、発行後に両方が使用されたことを示す。新
版・改訂版発行後の従来の版は原則として省略し、同時期に１社で２種以上発行された場合、区別のために書名
を略記した。
教育課程
清水
85 教図研
38 光村
24
書道芸術
3
116
１年用と１-３
年用（厚冊）
３冊組（１・２・３年
用）同時発行
書の教養
書の研究
書道 書道芸術
5
223
中教
中本社
97 淡雅
17 教出
23
150
修文
修文館
修文
26
35
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平６ 平１５ 平２５
平６ 平１０ 平１５ 平１９ 平２５ 平２９
平６ 平１０ 平１５ 平１９ 平２５ 平２９
摸 全 カ 摸 全 カ 摸 全 カ 摸 全 カ 摸 全 カ 摸 全 カ
平６ 平１０ 平１５ 平１９ × ×
摸 全 カ 摸 全 カ 摸 全 カ 摸 全 カ
平６ 平10 平１５ × × ×
摸 全 摸 全 摸 全 カ
平１０ 平１５
摸 全 摸 全 カ
平７ 平10 平１５ 平１９ 平２５ 平２９
摸 全 カ 摸 全 カ 摸 全 カ 摸 全 カ 摸 全 カ 摸 全 カ
平６ 平１０ 平１５ 平１９ 平２５ 平２９
摸 全 摸 全 カ 摸 全 カ 摸 全 カ 摸 全 カ 摸 全 カ
→ → × × × ×
◇ ◇
平７ →
摸 摸
× × × × × ×
× × × × × ×
× × × × × ×
平６ 平１１ 平１５ 平１９ 平２５ 平２９
摸 ◇ 全※ 摸 全 カ 摸 全 カ 摸 全 カ 摸 全 カ
平６ 平１０ × × × ×
摸 摸
× × × × × ×
× × × × × ×
× × × × × ×
× × × × × ×
× × × × × ×
平６ → × × × ×
摸 全 カ 摸 全 カ
昭３２～昭４０は116日文が２種発行、昭６０～平２１は大書、平２２は
116日文。
現代書道（I・II・III）
　Ｇ　９→４社
書道Ⅰ・書道Ⅱ・書道Ⅲ
　Ｈ　４社　Ｆ　９社
昭３２～昭４０一橋。
昭３０～昭３７新自由、昭３８～昭４７高教。
昭３０～昭３３同潤社。
昭２８～平２０教図研。
昭２８～昭５６淡雅。
神龍半印本｛★＝最初の掲載、拓＝拓本、摸＝摸本、◇＝掲載なし｝、網掛け部分｛全＝全文図版、カ＝カラー全文図版｝
備考
発行年度、発行者・発行者名・略称の変更などを記す。【現行】版発行
は４社。
３冊組　学年進行で発行
現代書道（I・IIのみ）
昭２８～平１５は5中教、平１６は223中本社。昭３４版未見、同番号の
四版（昭３７版）を閲覧した。平１０～は２種発行。
昭３８～教出【現行】。
昭４８～光村【現行】。昭４８・昭５１に「拓」とあるが、「Ｉ」には張金界奴
本、昭５０・昭５３使用開始の「ＩＩＩ」に拓本掲載。「※」の全文図版は、張
金界奴本（拓本）。
昭２８～昭４９駸々堂。昭３４なし。
昭３８～昭４０信教。
昭３８～昭４７清水。
昭５７～平１６角川。
昭３３～昭３８は155学書、昭３９～6教図【現行】。
昭２６～昭３２は23修文・修文館が２種発行、昭３３～平１６は150修
文。昭３８・３９版を、昭４２にIIを改訂、昭４３にIを改訂、昭４６にIを改
訂、昭４７まで使用。昭４６・４７は３種発行。昭４８・平７版はI・IIのみ発
行、IIIなし。昭５１版はIのみ改訂。
昭２８～昭４７春潮、最初の３年で３種発行、昭３９～昭４７は１種。
書法芸術
書道芸術
昭４８～東書【現行】。
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品』3 号（昭和 25 年〈1950〉）の口絵写真がある。摸
本（「伝唐馮承素臨本」）と刻本（「神龍半印本」）とが、
見開きに１頁ずつ並んて載った。
　神龍半印本、摸本の全文は、昭和 31 年〈1956〉の
清雅堂『唐人真跡　蘭亭三種』に載る。昭和 34年〈1959〉
の二玄社『蘭亭叙六種』（『書跡名品叢刊』第 1 集 22）
には含まれないが（「神龍半印本」の刻本を収載）、そ
の改版の『蘭亭叙七種』に収載された。
　昭和 45 年〈1970〉の二玄社『蘭亭叙』（『書道技法講座』
7、佘雪曼編）も、摸本の拡大図版によって編集される。
　「癸丑」にあたる昭和 48 年〈1973〉、「昭和蘭亭記念展」
が開催された。そのときの西川寧講演「王羲之蘭亭叙・
張金界奴本について」（同年 11 月 25 日、五島美術館）
の記録が残る（雑誌『書品』238 号収載「張金界奴本
について ―73･1
〔ママ〕
1･2 昭和蘭亭記念展講演 ―」、同年 12
月刊、後に平成 3 年〈1991〉の『西川寧著作集』刊行
記念品、カセットテープ 2 本に音声収録、150 分）。「蘭
亭叙・唐模六種」を行ごとに並べて貼って提示し、神
龍半印本の摸本について、次のように語られる。
　「…元の郭右之が、神龍の印があるからには太宗の
賜本だから馮承素あたりがやったものだろうといった
のがもとで、古く馮の摸本だといってきましたが、こ
れも全くいわれのないことです。／これは双鈎ではな
く敷き写しだと思います。かなり達筆な人が、原本に
見出した鋭い感じを出そうとして、このはでやかなも
のになったのかと思います。六種を見渡して見ると摸
写に使った原本の姿がわかるのですが、この本の底本
はしっかりしたものだと思われます。筆の割れた所が
六字ほどありますが、それをみなこしらえています。
この点も忠実な摸本ということを示しているので、郭
沫若氏がいうように智永が書きおろしたオリジナルだ
とはいえないわけです。しかし字と字間の割合が少し
ちがう。字の位置はほぼ同じでも字が少し大きいよう
です。敷き写しとしても才筆でかなり自由にやったも
のかと思われます。（『書品』による）」
　それ以後、今日に至るまで、「蘭亭序」諸本の複製
と関係図書の出版は長く続いている。
2　「蘭亭序」神龍半印本の掲載状況
　ふたたび、戦後の「書道」教科書に話をもどして、「【表
2】神龍半印本の掲載状況」の記載について、A から
H までの 8 期に分けて説明する。
　新しい学習指導要領による版が発行された後も旧版
の発行が数年続くので、各期の終年は記さない。発行
者名は、代表的な略称による。
A　	昭和 26 年度〈1951〉から
　…刻本を掲載する教科書あり
　昭和 26 年度〈1951〉に発行された教科書は、
修文『高等書道』上・中・下（石橋啓十郎・尾上
八郎）の 1 種のみだが、ここに「蘭亭序」は載ら
ない。昭和 288 年度〈1953〉から 4 種発行された
内の 3 種、すなわち中教『書道』上（井上桂園）、
淡雅『現代書範』上（伊東参州・鈴木翠軒）、修
文『新編高等書道』中（石橋啓十郎・尾上八郎）に、
神龍半印本の刻本が掲載された。
B　	昭和 32 年度〈1957〉から
…刻本を掲載する教科書あり
　昭和 32 年度〈1957〉から 33 年度〈1958〉にか
けて、11 社 15 種が発行された。神龍半印本の刻
本を載せたのは、上記「A」と同じ 3 種、中教、
淡雅、修文であった。
C　	昭和 38 年度〈1963〉から
…刻本を掲載する教科書あり
　昭和 38 年度〈1963〉から 39 年度〈1964〉にか
けて、教科書は 13 社 16 種に増えた。神龍半印本
の刻本が載るのは、昭和 34 年〈1959〉から発行
された、修文『書道新鑑』（1 ～ 3 年次用、石橋
啓十郎・尾上八郎）と、昭和 38 年度〈1963〉発
行の、教図研『書の美』Ｉ（上田桑鳩）の 2 種に
なった。
D　	昭和 48 年度〈1973〉から
　…摸本・刻本を掲載する教科書あり
　神龍半印本の摸本が初めて掲載されたのは、昭
和 48 年度〈1973〉の、東書『書道』Ⅰ（飯島春敬・
松井如流）の 5 行分（同書のⅡとⅢでは張金界奴
本を載せる）と、教出『書道』Ⅰ（金子鴎亭・佐々
木寒湖・続木湖山）の 5 行分であった。この年か
ら 9 社 9 種が発行された内、教図研『新版　書の
美』Ⅰ・Ⅱ（上田桑鳩・宇野雪村）と、光村『書道』
三（青山杉雨）が、神龍半印本の刻本を掲載した。
E　	昭和 57 年度〈1982〉から
…摸本を掲載する教科書あり（刻本なし）、全文を
掲載する教科書あり
　昭和 57 年度〈1982〉、角川『書法』Ｉ（伏見冲敬・
村上翠亭）に、神龍半印本、摸本の全文（モノク
ロ図版、5 頁分）が初めて掲載された。8 社 8 種
発行された内の 5 種が摸本を掲載し、刻本を載せ
るものはなくなった。昭和 60 年度〈1985〉には、
9 社 9 種が発行された。昭和 63 年度〈1988〉に
は中教が、平成 3 年度〈1991〉には東書も摸本の
全文を載せるようになった。神龍半印本を載せな
いのは 9 種の内の 3 種になった。
F　	平成 6 年度〈1994〉から
　…すべて摸本を掲載、カラー図版あり
　平成 6 年度〈1994〉、9 種発行されたすべての
書道実技自習課題「硬筆プリント」作成　Ⅱ
163
教科書に、神龍半印本、摸本が掲載されるように
なった。その内、全文掲載が 6 種で、カラー図版
は 4 種であった。平成 10 年度〈1998〉には、9
社 10 種が発行され、全文が掲載されたのが 7 種、
カラー図版は 5 種であった。翌年、平成 11 年度
〈1999〉の光村『書』Ⅰ（金子卓義）には、張金
界奴本、刻本の全文が掲載された。
G　	平成 15 年度〈2003〉から
　…すべて摸本、全文のカラー図版を掲載
　平成 15 年度〈2003〉には、6 社 7 種が発行され、
これ以後、すべての教科書に神龍半印本、摸本の
全文カラー図版が掲載されるようになった。平成
19 年度〈2007〉には、発行されるのが 5 社 5 種
となった。
H　	平成 25 年度〈2013〉から
　…すべて摸本、全文のカラー図版を掲載
　平成 25 年度〈2013〉以後、発行されるのが 4
社 4 種となった。すべてに摸本の全文、カラー図
版が掲載されている。
3　4 回の転機と 6種の教科書
　以上の、神龍半印本の掲載状況をごく簡単にまとめ
ると、転機は 4 回あり、他社よりも早く載せた 6 種の
教科書がある。
　・昭和 28 年度〈1953〉
　　3 種の教科書に刻本掲載　　　…①②③
　・昭和 48 年度〈1973〉
　　2 種の教科書に摸本掲載　　　…④⑤
　・昭和 57 年度〈1982〉
　　1 種の教科書に摸本全文掲載　…⑥
　・平成 15 年度〈2003〉
　　　　　　	…すべての教科書に全文掲載
　以下に、①～⑥、6 種それぞれが掲載した行数を記
す。また、確認した資料は少ないのだが、発行者によ
る「趣意書」の関係分と、教師用指導書に書かれる、
当時の編者の考えを記した。
①中教『書道』上（井上桂園）
　昭和 28 年度〈1953〉版。見開き（36・37 頁）に、
神龍半印本と定武本の刻本（「盛一觴一詠」から
の各 3 行）、臨書 6 字（「足以暢叙幽情」）を載せる。
指導書は未見。
　昭和 32 年度〈1957〉版では、神龍半印本は 3 行、
定武本は 2 行になり、「定武本・張金界奴本・神
龍半印本などは有名である。」と説明。
②淡雅『現代書範』上（伊東参州・鈴木翠軒）
　昭和 28 年度〈1953〉版。この教科書の前半は
手本、後半は「古法帖の臨書と鑑賞」。1 頁分（27
頁）を「蘭亭叙」にあて、神龍半印本の刻本（「是
日也」からの 3 行）、その内 2 行分の臨書（「是日也」
から、末尾に「翠軒臨」）を載せる。説明では「褚
遂良の臨といわれる神龍半印本で、きわめて精彩
がある。」とする。指導書は未見。
　同書の昭和 35 年〈1960〉版では、神龍半印本
が掲載されなくなり、張金界奴本3行、定武本2行、
丹羽海鶴・貫名菘翁の臨書（各 3 字）、川谷尚亭
の条幅への全臨が載る。
③修文『新編高等書道』中（石橋啓十郎・尾上八郎）
　昭和 28 年度〈1953〉版。1 頁分（30 頁）を「蘭
亭叙」にあて、「神龍本」の刻本（「趣舎萬趣」か
らの 5 行）、臨書 6 字（「情随事遷感慨」）を載せる。
説明では「筆が軽快に運ばれ、筆路があざやかで
ある。」とする。
　指導書には、「ここにあげた神龍本は、運筆が
暢々として鋒先がよく蘭
〔ママ〕
きき、習って痛快な清爽
を感ずる。最初蘭亭叙に入るものには、好適の手
本であろう。」とする。
④東書『書道』Ｉ（飯島春敬・松井如流）
　昭和 48 年度〈1973〉版。見開きの右側（30 頁）
には「比田井天来の臨書」（「永和九年歳在」、半
紙六字書き）、見開きの左側（31 頁）には「王羲
之　蘭亭序（部分・やや縮小）　東晋時代」（冒頭
の 5 行分）を載せ、説明 4 行と「読み方」（訓点
を付した釈文）2 行を添える。説明の後半では「神
龍半印本」について、「唐代の双鈎填墨の書（写
そうとする文字の上に紙をのせて文字の輪郭をと
り、その中を原本と同じように墨でうずめたも
の）である。他の法帖に比べて、すこぶる精彩が
ある。この力強くかつおおらかな書風に注目しよ
う。」とする。
　指導書『書道Ⅰ　指導資料』では、「他の法帖
に比べて精彩があり、忠実な摸本であると思われ
る。」として、原本第 4 行「崇」字の「山」部分
の筆路を「小」と「一」と説明、太宗『温泉銘』
の「巌」が同じ書き方をしているのを指摘する。
⑤教出『書道』Ｉ（金子鴎亭・佐々木寒湖・続木湖山）
　昭和 48 年度〈1973〉版。見開きの右側（26 頁）
には臨書 4 字（「興懐／死生」、集字）、見開きの
左側（27 頁）には「蘭亭叙」として「能不以之興懐」
からの 5 行分を載せ、「字形のとり方や運筆の流
動に注意し、点画を形成する要領を学びとろう。」
とする。
　指導書では、諸本について、「長い年月の間に
多くの手によって転写、翻刻されたもので、おび
ただしい数になっている。」とするが、伝本名を
あげての説明はない。
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⑥角川『書法』Ｉ（伏見冲敬・村上翠亭）
　昭和 57 年度〈1982〉版に、神龍半印本、摸本
の全文を掲載。指導書では、「蘭亭序」の成立、
諸本について説明し、参考に「八柱第一本」の全
文を掲載。教科書に拡大手本が載る「永和九年歳
在」の 6 字の双鈎に「筆法の解説」を図示し、全
文 324 字の内の 52 ヶ所に「字説」を加える。「生
徒作品例」は、半紙六字書き 8 点、条幅二行書き
2 点、細字の原寸全臨 1 点。単元設定の理由、指
導の目標、指導展開案、指導上の留意点、評価を
記す。「蘭亭序」の訓み方（書き下し文）、通釈あり。
　「趣意書」には、「教科書の構成及び特色と留意
点」の「〈行書〉」に、「基本的な筆法から入り、
行書の特色を理解しつつ、「蘭亭序」を学習でき
るように図った。ことに、行書の最高の名品であ
り、誰もが学ぶ「蘭亭序」全 28 行 324 字を収録し、
行書学習にとって重要な「数多く習うこと」がで
きるようにした。また、創作も「蘭亭序」学習と
の関連を考えて参考例を示した。」との説明があ
る。
4　全臨の図版
　明治末から、諸家の全臨が複製されて学ばれて来た
のは前述の通りである。
　教科書に「蘭亭序」全文の図版を掲載することによっ
て、全臨という学び方があることを高校生に示したの
が、昭和 57 年度〈1982〉の角川『書法』Ｉであった。
同書の指導書（前述）や、平成 6 年度〈1994〉の『書法』
Ⅰには、「生徒原寸大臨書作品例」（全臨）も載る。平
成 8 年度〈1996〉、同じ角川の『書法』Ⅲには、市河
米庵による全臨の条幅が掲載された。画仙紙に 14 行
の罫を引き、毎行 24字前後で 324字を収める。識語「辛
巳〔文政 4 年〈1821〉〕梅月、三亥」があり、43 歳の
書。同作の鮮明なカラー図版は、雑誌『墨』148 号（平
成 13 年〈2001〉1・2 月号、38 頁）、「日中臨書名品選」
（解説筒井茂徳）に載る。
　これ以前にも、昭和 36 年〈1961〉の淡雅『新訂現
代書範』（1 － 3 年次用、伊東参州・鈴木翠軒）には、
川谷尚亭による「蘭亭序」、画仙紙半切八行書きの全
臨があり、同作は、同じ淡雅の「書道Ⅱ」用の教科書
に、昭和 56 年度〈1981〉の発行終了まで、鑑賞作品
として長く掲載された。
5　今後のために
　現行教科書では 4 種すべてに、神龍半印本、摸本の
全文、折込みのカラー図版が掲載され、図版以外にも、
教材として扱うことのできる内容が多様に用意されて
いる。
　採択見本、現行教科書を閲覧できる公共図書館等が
全国にあるので、関心のある方には手に取っていただ
きたい。今後のために、さまざまな高校での学び方を
知り、教師や社会が寄せる声を聞き、一方では教育史
を振り返って、この次、どうあるべきかを問うのが、
教科書著編者の先生方の役目である。
　さて、次の「癸丑」にあたるのは 2033 年、約 15 年
後である。人々は、「蘭亭序」を、そして書道をいか
ように学んで、その年を迎えることになるのであろう
か。
〈	調査機関について	〉
　以上の執筆のため、下記 3 機関を利用させていただ
き、教科書目録、教科書、趣意書、教師用指導書（教
授資料、指導資料）等の蔵書を閲覧した。開架資料が
比較的多いのは教科書図書館である。
・	公益財団法人教科書研究センター附属教科書図書
館（東京都江東区千石）
・	国立教育政策研究所　教育図書館（東京都千代田
区霞が関）
・	東書文庫（東京都北区栄町）
　教科書図書館は網羅的に資料を揃えているが、わず
かな欠落分や上記以外の関係資料が大学図書館に所
蔵されている場合があり、国立情報学研究所「CiNii 
Books」で検索できる。下記機関で指導書を利用した。
・	東京学芸大学附属図書館（東京都小金井市）
・	名古屋大学　教育発達科学図書室（愛知県名古屋
市千種区）
　国立国会図書館の教育関係資料は、ＷＥＢ上で画像
を確認した。
【前号掲載稿、英文論題の訂正】
　松本、田村による前号掲載稿の英文題を、下記の
ように訂正する。
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「神龍半印本蘭亭序」の全文掲載
筒井　茂德　
一、角川書店刊高等學校藝術科書道教科書『書法』編
輯の經緯
　昭和五十三年のことであつたと思ふが、角川書店辭
書教科書部から伏見冲敬（大東文化大學講師）先生に
相談があり、高等學校藝術科書道の教科書を作つても
らひたいとの要請であつた。角川書店では當時、高等
學校國語の教科書を刊行してをり、そこに新たに書道
の教科書を加へたいといふ。
　伏見先生から話があり、相談して村上翠亭（筑波大
學助教授）、足立豐（神奈川縣立津久井高等學校教諭）、
岡本政弘（愛知教育大學講師）の諸先生を編輯委員と
して御願ひした（肩書は當時のもの）。私は中野區立
中央中學校の講師であつたので、急いで高校の講師に
轉出した（初め私立豐南高等學校講師ついで都立竹早
高等學校講師）。
　委員はそれぞれ編輯案を作り、持寄つて數回の編輯
會議を重ねて協議した。その中で、以下のやうな基本
方針が固まつて行つた。
イ、せつかく新しく作るのだから、既成の他 の教
科書にとらはれない。
ロ、古典の圖版は原寸大で掲げ、なるべく多くの文
字を載せる。
ハ、解説はある程度の字數を費やし、書法を具體的
に説明する。
ニ、創作（作品制作）は臨書作品、集字作品、仿書
作品を中心とする。
ホ、創作（作品制作）の作例は古典の延長線上にあ
るものを選ぶ。
ヘ、書道の教科書には前例の無いことであるが、各
書體には字典を附し、生徒が自分で古典の字例を
調べることを可能にする。
　それぞれについて簡單に解説しよう。
イ、既成の教科書はすべて同工異曲である。どう
も各教科書會 が互ひに眞似をしあつてゐるらし
く、區別がつきにくいほど似通つてゐた。
ロ、既成の教科書は各古典の圖版を二行か三行分の
み載せ、編者あるいは有力書家の藝術的な（ある
いは恣意的な）臨書を添へたものが多かつた。そ
の結果、教科書が百貨店の商品カタログのやうに
見えた。
ハ、既成の教科書の解説は字數が少なく、抽象的で
あつた。生徒が自習して學べるやうな解説にした
い。
ニ、「創作」の語の安易な使用は避けたかつた。十
年後の改訂版では廣義の「作品制作」で統一した。
ホ、既成の教科書は創作の作例として書壇有力者の
作品を並べてゐた。高校の書道科教員の多くはい
づれかの流派に屬してをり、採擇に有利なやうに
といふ營業的な配慮なのであらうが、「藝術的」
過ぎて生徒の參考にはなるまいと思はれた。
ヘ、既成の教科書は書體の字典を載せるものは無か
つた。角川書店では書體字典を刊行してゐたので、
その成果を利用することができた。その結果、た
とへば生徒は自分の名前の草體を調べ、草書で名
前を書くことを可能にした。篆刻の授業では教科
書に載せた印篆の字典を調べ、名前の印篆を生徒
自身が知つて印稿が作れるやうになつた。教科書
は頁數の制限があり、字典に割ける頁數には限度
があるので指導書に字典補遺を載せ、プリントし
て配布することを可能にした。
二、『書法Ⅰ』における行書の古典
　當時の學習指導要領では、「2 内容」の「A 表現」
の項は「（1）漢字の書」「（2）仮名の書」「（3）漢字仮
名交じりの書」といふ構成であつた。そこで「書道Ⅰ」
の標準的な年間授業計畫を假に一學期「楷書」、二學
期「行書」、三學期「仮名」及び「漢字仮名交じりの書」
*****************************************************
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と設定し、漢字は一學期「楷書」は精習、二學期「行
書」は多習といふ學び方で勉強すると、生徒にとつて
大きな成果が期待できると考へられる。
　行書を多習するには、いくつもの行書古典を次次に
學ぶといふ方法も考へられるが、行書の書法がとりと
めもなく分散しがちである。もう一つは主要な行書古
典を一つに絞り、その古典を可能な限り多く習ふとい
ふ方法である。幸ひ行書の古典には王羲之の「蘭亭
序」といふ恰好の名品がある。同じ王羲之の「集王聖
教序」もまた重要な行書古典であることは言ふまでも
ないが、拓本であるために初心者が用筆をうかがふに
は、眞蹟本である「蘭亭序」の方がはるかに有利である。
　「蘭亭序」諸本のうちでは用筆が精しく觀察できる
といふ點で、「神龍半印本」が明らかに一頭地を拔い
てゐる。書としては「張金界奴本」の方がすぐれてゐ
ると考へられるけれど、惜しむらくは點畫の輪郭がぼ
やけてゐて、初心者が用筆を習ふには不向きである。
それで「神龍半印本蘭亭序」を行書を學ぶ中心の古典
として選定したのであつた。
　幸ひ「蘭亭序」は全文二十八行、全字數三百二十四
字といふ短い古典である。半紙六字書きで臨書すると、
五十四枚で全文が一通り書ける。二學期の授業計劃の
うち、假に八週を「蘭亭序」全臨に當てるとすると、
一週（五十分 × 二齣あるいは四十五分 × 二齣）あた
り七枚がノルマになる。一週で七枚の清書を作るのは
容易ではないが、同一箇所六字分を半紙二枚で仕上げ
ることにすると（二枚書いて、良い方を清書とする）、
なんとか可能になる。行書は相對的にいくらか速書き
できる書體であるからである。一學期の楷書の精習（手
本をじつくり見て丁寧に書く）によつて、生徒は手本
の文字を精密に臨書する態度がそれなりに身について
ゐるから、多少速く書いても大丈夫なのである。そし
て週が進むにつれて、生徒は多習になじんでくる。仕
上げた清書は各自に保管させ、八週目に順番に重ねて
提出することになる。
　豫定通りに進行すると、七週目終了時點で四十九枚
の清書が出來てゐるから、八週目は五枚仕上げること
によつて全臨が完成する。完成した生徒は一枚の半紙
左右中央に縱書で「一年　○○○○」と行書で姓名を
書き（『書法Ⅰ』に附した字典を利用）、五十四枚の清
書の上に表紙として載せて提出する。この時、「蘭亭序」
卷頭部分が姓名のすぐ下に、卷末部分が最下層に置い
てあるかを點檢させると、生徒は自身の字が明らかに
上達してゐることを自覺することになる。
三、他 の追随
　角川書店刊『書法Ⅰ』を編むにあたつて考へたこと
を、編輯方針の一つの柱である「蘭亭序」全文收録と
その授業展開に焦點を絞つて述べた。
　『書法Ⅰ』は昭和五十七年度から使用が開始された。
當時、高等學校書道の教科書を作つてゐた出版 は八
で、最も多い時には九 十一種が刊行されてゐたが、
その中位の採擇數であつた。書道教科書を刊行する出
版 は角川書店以外はすべて教科書專門の出版 であ
つたから、採擇には文字通り 運がかかつてをり、營
業努力は並大抵ではなかつたであらう。美術と音樂
は、いづれも教科書發行出版 は三 前後であつたと
思ふ。
▲　角川書店『書法Ⅰ』初版の表紙
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　昭和六十三年度の改訂版以降、他 も次第に「蘭亭
序」臨摸本の全文收録を取入れ始めた。そして後述す
るが、角川書店が教科書發行から撤退した平成十五年
度の新版では、すべての書道Ⅰ教科書六 七種に「蘭
亭序」臨摸本の全文がカラーで收録されるやうになつ
た。現行の教科書四 四種に至つても同樣である。
四、展開
　高校における私の「蘭亭序」全臨の授業では、その
日に習ふ文字のうち生徒に判りにくい筆順や字體を板
書し、正確な書き方ができるやうに圖つた。その經驗
は後に『行書がうまくなる本――蘭亭序を習う』（二玄
刊）を執筆する基礎となつた。この本は行書概論を
序章とし、本章では見開きの右頁に六字擴大手本（筆
順骨書き附き）、左頁にその六字の書法的な解説を記
したものである。この本が出來てからは、授業では右
頁の擴大六字手本をコピーして生徒に配布した。生徒
はずつと見やすい擴大手本で習へるやうになり、學習
成果が一層得られるやうになつた。
　全臨完成の次の週には、畫箋紙半切に節臨させた。
全文のうち臨書可能な箇所をプリントして配布し、生
徒は任意の箇所を選んで書く。半切に收めやすい十四
字前後の字數で、文章としてまとまりのある箇所を示
し、生徒は書きやすいと思はれる箇所を臨書するので
ある。全臨直後であるから、練習は既に濟んでゐる。
各自に半切二枚を配布し、二枚書いて出來の良い方を
清書として提出させるのである。
　事前の注意としては、行書では隣り合ふ字と高さを
揃へる必要が無いから、半切は縱横それぞれ半分に折
つておけば十分であること、また墨はなるべく多く含
ませ、かすれつぽくなるまで複數字を書くこと、この
二つで十分であらう。
五、その後
　學習指導要領はほぼ十年おきに改訂される。學習指
導要領に從つて作られる教科書も、その際に大きな改
訂が行はれる。角川書店の『書法』教科書は十年後に
大改訂し、面目を一新した。十年間の使用期間中に得
られた知見を取入れたもので、かなり使ひやすくなつ
たといふ評價を高校の書道科教員からいただいた。中
には角川の『書法』でなければ駄目だといふ熱心な支
持者もあつたものの、採擇數で上位を占めるには至ら
なかつた。
　そしてさらに十年後の平成十一年の學習指導要領の
改訂（いはゆる「ゆとり教育」最終版）では、驚くべ
き改惡がなされた。「書道Ⅰ」を例に擧げると、「 2 内
容」の「A 表現」の項は「（1）漢字仮名交じりの書」「（2）
漢字の書」「（3）仮名の書」といふ構成に大きく變化し、
しかも「3 内容の取り扱い」において、「（2）漢字の書」
及び「（3）仮名の書」についてはいづれかを選擇して
扱ふことができるとしたのである。これは「（1）漢字
仮名交じりの書」は必修であるが、「（2）漢字の書」「（3）
仮名の書」は片方だけを學べばよいといふことである。
「書法」の編輯委員はおほむね「漢字仮名交じりの書」
は「漢字の書」と「仮名の書」を學んだ後に、その成
果を利用して學ぶものといふ認識であつたから、この
改訂には當惑せざるを得なかつた。
　折しも角川書店は會 の變革期に當たつてゐたやう
で、教科書刊行から撤退しようといふ動きがあつた。
こんなわけで編輯委員も新しい學習指導要領に沿つた
再改訂を斷念したのである。
　その後も學習指導要領は約十年おきに改訂され、教
科書もそれに從つた改訂版が刊行されてゐるが、生徒
數の減少もあつて書道の教科書刊行出版 は今や四
になつた。全頁がカラー印刷となり、印刷は鮮明にな
つてきてゐるものの、解説はどういふわけかいたづら
に難しくなつてきてゐる印象を受ける。しかし「蘭亭
序」全文收録は現在でもすべての出版 の「書道Ⅰ」
で脈脈と續いてをり、約四十年前の編輯方針の一つが
こんな形で生き殘つてゐるのである。
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〈3〉「硬筆プリント」作成方針の検討
1　作成目的
　『硬筆蘭亭序』は、神龍半印本蘭亭序の摸本を見て
学ぶ、硬筆独習用の副教材である。高等学校「書道」
の教員免許を取得する予定の学生が、限られた時間の
中で効果的に行書書法を習得し、発展的な学習へと進
んで行くことを目的として編んだ。蘭亭序の内容や字
形の詳しい解説、筆順等については教科書を用いて学
び、加えて本書を併用することを想定して作成した。
2　作成方針
・	摸本は、原則として神龍半印本蘭亭序を原寸で影印
した。
・	単体で習う前半部分は、適宜拡大縮小してマス目に
適合させた文字もある。
・	摸本の影印は、練習行の左側に配置した。
・	前半部分には、影印の左脇に釈文（新字体）と骨書
きを付した。
・	骨書きは、別系統の本を参考にして書写したものも
ある。「丑・暮・崇・和・因・向・之・痛・毎・夫・
文」等がそれである。
・	版型は、A4 判、無線、上綴じとしたため、開きやすく、
取り外して容易に練習できる。
・	1 マスは 1.8 ㎜、十字格の補助線にはグレー色を採
用して、練習しやすさに配慮した。
3　習い方
・	前半は、蘭亭序を 1 文字 2 回ずつ単体で練習する。
釈文と骨書きを付したので、これを見ながら行書に
慣れつつ、主に字形を学ぶ。後半は、1 行ずつ蘭亭
序の影印を見ながら臨書する。これにより、行書の
自然な字間や文字の大小等を会得して欲しい。
・	全 15 回の授業後に、毎回 1 ～ 2 枚程度ずつ自宅で
練習すれば、毛筆で学んだ内容を硬筆で復習する効
果が得られると期待している。
・	使用する筆記用具は、筆圧を調整しやすいものがよ
い。始めはボールペンではなく鉛筆を用いて、失敗
したら消して、何度も書き直しながら練習するの
が好ましい。芯の硬さは、程よい柔らかさがあり、
色が適度に黒い 2B ～ 4B 程度を推奨する。これは、
ペン先に力を加えた時に、線の太細や強弱、速度を
加減しながら、筆意を学ぶためである。シャープペ
ンシルを用いる場合の芯の太さは、一般的な 0.5 ㎜
のものではなく、0.9 ㎜や 1.3 ㎜程度のものを使用
するとよい。
・	机には毛氈は敷かずに、柔軟性のある硬筆用の下敷
きを引くか、新聞紙を複数枚敷いて適度な弾力を持
たせると、書きやすく疲れにくい。
4　学生に示す参考書
・	伏見冲敬 村上翠亭編『書法 I』1993 年 角川書店
・	筒井茂徳編『蘭亭序（二種）』（テキストシリーズ）
1998 年 天来書院
・	筒井茂徳『行書がうまくなる本 蘭亭序を習う』
2009 年 二玄社
・	『中国法書選 15 蘭亭叙〈五種〉』1988 年 初版 二玄
社
・	西林昭一『中国法書ガイド 15 蘭亭叙〈五種〉』1988
年 二玄社
・	『蘭亭序拡大本（付十種）』1996 年 天来書院
・	佘雪曼編『改訂版 書道技法講座７ 蘭亭叙』2009 年 
二玄社
・	松本文子編『神龍半印本で学ぶ 手本蘭亭序』1998
年 教育図書
・	伊藤滋編著『墨 法帖名拓選 王羲之 蘭亭序』2008 年 
芸術新聞社
・	筒井茂徳編 高橋蒼石図版監修『シリーズ書の古典 7 
蘭亭序二種 王羲之』2016 年 天来書院
・	高橋蒼石編『大きな条幅手本 古典編 1 蘭亭序』
2004 年 天来書院
・	二玄社編集部『精選拡大法帖 1 蘭亭叙 虞世南臨本』
2011 年 二玄社
・	二玄社編集部『精選拡大法帖 2 蘭亭叙 馮承素 本』
2011 年 二玄社
・	今井凌雪『今井凌雪臨 蘭亭叙（馮承素本）』1986 年 
二玄社
〈4〉「硬筆プリント」案　―『硬筆蘭亭序』―
冊子の構成（全 22 頁）
・	表紙
・	はじめに
 （本書の目的と習い方　蘭亭序を学ぶための教科書・
参考書）　	 1 頁
・	蘭亭序 ― 単体
 （蘭亭序を単体で 1 文字 2 回ずつ練習する）　
	 	 2 ～ 11 頁…全頁を掲載
・	蘭亭序 ― 文章
 （蘭亭序を 1 行ずつ臨書する）　
	 	 12 ～ 21 頁…12 頁を掲載
・奥付　	 22 頁
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蘭亭序 - 文章 　1 ～ 3 行
3 2 1
永
和
九
年
歳
在
癸
丑
暮
春
之
初
会
于
会
稽
山
陰
之
蘭
亭
修
禊
事
也
群
賢
畢
至
少
長
咸
集
此
地
以下の『硬筆蘭亭序』11 頁分は、この稿の最終頁から順に掲載してある。
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蘭亭序 - 単体　25 ～ 27 行
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蘭亭序 - 単体　22 ～ 24 行
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蘭亭序 - 単体　19 ～ 21 行
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蘭亭序 - 単体　16 ～ 18 行
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蘭亭序 - 単体　13 ～ 15 行
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蘭亭序 - 単体　10 ～ 12 行
101112
所
以
遊
目
騁
懐
足
以
極
視
聴
之
娯
信
可
楽
也
夫
人
之
相
与
俯
仰
一
世
或
取
諸
懐
抱
悟
言
一
室
之
内
177
蘭亭序 - 単体　7 ～ 9 行
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蘭亭序 - 単体　4 ～ 6 行
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蘭亭序 - 単体　1 ～ 3 行
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